
令和４年度岐阜県保育研究協議会事業計画 

 

【基本方針】 

 

新型コロナウイルス感染症については、ワクチン接種の普及等もあり、一旦は落ち着きを取り戻しつつありま

したが、新たな変異株の影響により、これまでにない感染拡大を警戒すべき状況あります。長引くコロナ感染症

の影響の中で、保育現場においては、感染症対策の徹底を図りながら、日々一人ひとりの子どもの状況に応じた

保育に取り組まれておられます。 

こうした中、本会としましては、保育現場で働く保育士等が安心・安全に参加できることを念頭に置き、集合型

での研修以外に、コロナ禍の中で培ったオンライン（Zoom等によるライブ配信又は事前収録によるオンデマン

ド配信）形式での実施も併用して適切な開催を推進します。さらに、保育の質の向上を図りながら、地域社会に信

頼される保育所・認定こども園をめざし、行政機関、専門機関、地域住民との連携も強化して、現状の課題を検討

し具体的な施策を図ることを基本方針とします。 

 

【重点目標】 

1 今後の保育制度のあり方に対する具体的な施策 

2  子育て支援事業の推進 

3  保育所保育指針の充実 

4  協議会事業の充実と組織強化 

 

【事業計画】 

1  会務の運営 

 事業の円滑な実施に向けて、次の会議を開催する。 

（１）協議員総会  ＜年2回＞ 

（２）常任協議員会 ＜年3回＞ 

（３）正副会長会議 ＜年８回＞ 

（４）監事会    ＜年1回＞ 

 

2  専門委員会の開催 

  本会の目的を達成するため、次の専門委員会を開催し、必要に応じて学識経験者を置く。 

（１）広報委員会 

 本会の機関紙「ぎふ保育」の企画・編集を行うための委員会を開催する。 

   （２）保育内容委員会 

       保育内容・子育て支援に関する実践上の問題点や課題について重点テーマを設定して研究する。 

   （３）研修委員会 

       県保協で行う研修の企画、運営、講師選定等について研究する。  

 

3 大会の開催 

   第5９回岐阜県保育研究大会（恵那オンライン大会） 

    配信期間：令和４年７月１日（金）～３１日（日） 

    実施方法：オンデマンド方式 

    講  師：元ＮＨＫリポーター 後藤佑季氏(予定) 

    参加予定：３２0名（２２０保育所・園） 

 

４ 研修会の開催 

  （１）協議員研修会 

      期  日：令和４年５月2７日（金）  

          実施方法：オンライン(予定) 

      講  師：仲野悦子県保育士会会長 

参加予定：約６０名 



 

 （２）保育施設長研修会＜受託研修事業＞ 

      期 日：令和４年１０月４日（火） 

      場 所：岐阜県福祉・農業会館・オンライン（併用） 

講 師：午前：まちの子ども園 代々木公園 園長 山岸日登美 氏 

    午後：東京大学 名誉教授 汐見稔幸 氏 

参加予定：３００名 

 

 （３）岐阜県保育士研究発表会 

     期 日：令和５年１月下旬（予定） 

         場 所：オンライン(予定) 

      発表者：東濃ブロック 

     参加予定：約４００名 

 

 （４）保育所保育指針に関する研修会 （受託研修事業・５圏域で開催）   

区分 講    師 期  日 実 施 方 法 

岐阜 
大阪総合保育大学 

教授 瀧川 光治 氏 
令和４年１１月５日（土） 対面 

西濃 
お茶ノ水女子大学アカデミック・プロダ

クション 特任教授 宮里 暁美 氏 
令和４年１０月２９日（土） オンライン 

中濃 
横浜市 りんごの木子どもクラブ代表 

柴田 愛子 氏 
令和４年1１月１９日（土） オンライン 

東濃 
大垣女子短期大学 幼児教育学科  

学科長 教授 松村 齋 氏       

令和４年1１月１９日（土）  

又は、２６日(土) 
オンライン・一部対面  

飛騨 
会話の泉 事務局長 コミュニケーショ

ンサポーター 横山 由紀子  氏 
令和４年６月１８日（土） オンライン 

 

５ 受託研修事業の実施 

  岐阜県から受託を受けて、保育者の資質向上を図るため階層別・課題別等の研修を行う。 

 （１）階層別研修 

   ①初任保育士研修 

   ②主任保育士研修 

   ③保育施設長研修会（再掲） 

    

（２） 課題別研修 

①ブロック別研修（県内５会場） 

②認可外・地域型保育事業従事者研修 

③メンタルヘルス研修 

④保育の職場環境改善・人材育成研修（２回） 

現場における業務の効率化、省力化を促し、保育士の業務負担を軽減するとともに、職場環境の改善 

による保育士の離職防止及び職場定着を図る研修を開催。 

 ⑤保育現場のリスクマネジメント 

 （３） テーマ別研修（７つのテーマ別に開催） 

現場が課題としているテーマを主体とした研修を開催。 

 

 

6 広報活動の推進 

 （１）機関紙「ぎふ保育」の発行（発行：年３回） 

 （2）ホームページによる研修等情報の発信 



 （3）「全保協ニュース」等メール配信による保育制度等の情報提供  

（4）マスコットキャラクター「らいみぃ」等の活用による本会活動の理解促進 

 

7 ブロック活動の実施 

 ５つの圏域ごとに次の事業を行う。 

（１）連絡会議 

（２）保育者研修会 

 

8 保育制度・予算対策運動の実施 

 今日の多様な保育ニーズや諸課題に対応できる保育制度の構築及び予算確保に向けた運動を実施する 

（１）今後の保育制度のあり方 

（２）予算・保育対策活動協力金拠出運動への協力 

（３）総会並びに岐阜県子どもの健康を考えるつどい 

 

9 関係機関・団体への協力 

 県小児保健協会が実施する事業に協力することにより、子どもの健やかな育ちと保育者の資質向上を図る。 

           

10 全国および東海北陸における大会・研修会への参加 

（１）第６３回東海北陸保育研究大会「石川大会」 

  令和４年７月１４日（木）～１５日（金）      石川県金沢市 金沢歌劇座ホール 

（２）全国保育士会食育推進研修会 

  令和４年７月                   東京近郊 

（３）公立保育所等トップセミナー 

   令和４年８月                   オンライン 

（４）第６５回全国保育研究大会「山形大会」 

        令和４年10月                    山形県  

（５）第５５回全国保育士研究大会「奈良大会」 

   令和４年１１月２４日（木）～２５日（金）      奈良県奈良市 なら１００年会館 

   （６）第４９回全国保育士研修会 

        令和５年２月                        東日本 


